
那覇海上保安部交通課事故統計（ダイビング・スノーケリング）/那覇海上保安部管内
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＊ 管轄区域：５市１１町村
那覇市、豊見城市、糸満市、浦添市、
宜野湾市、嘉手納町、北谷町、南風原町、
八重瀬町、久米島町、恩納村、読谷村、
渡名喜村、粟国村、座間味村、渡嘉敷村

(件)

(件)

R７年･･･６人

R７年･･･13人



那覇海上保安部交通課

時期 活動内容 場所 事故者 被害 経緯

10月 スノーケリング 読谷村沖
40代 男性
外国人

中等症

事故者は妻、娘2名とともにスノーケリングのために遊泳を開始した。事故者はうまく泳

げておらず、息切れ（推定酸欠）を起こして溺水し、事故者自らが救助を求め、付近にい
た者に救助された。事故者は陽圧換気処置を受け、経過観察のため入院した。顕著な
溺水所見はないとのことであった。事故者はライフジャケットを着用していなかった。

10月 ダイビング 恩納村沖
30代 女性
県外在住

軽症

事故者は、40分ほど体験ダイビングを実施した。ダイビング中に一時パニックに陥るも、
レギュレータが外れることはなく呼吸は行えており体調の変化もなかったことから、ダイ
ビングを継続した。ダイビング終了後の帰港中に、具合が悪くなり、嘔吐を数回繰り返し、
呼吸苦となったが症状も軽いことから宿泊先のホテルに戻った。ホテルに戻り、数時間
経過しても症状が回復しないため、119番通報をした。現着した救急隊により症状の確
認を行ったところ、意識及びバイタルともに正常であったため病院不搬送となったが、念
のために同行者に連れられて病院の救急を受診した。診察の結果、過呼吸によるもの
で、安静にすれば、じきに容態はよくなるとの医師の説明を受け、入院することなく帰路
についた。

10/10

10/10

ダイビング・スノーケリングの事故情報(令和7年10月～12月)

令和7年の那覇海上保安部管内におけるマリンレジャー中の死者数は5人でした。いずれも
スノーケリング中の事故であり、死者5人のうち4人はライフジャケットを着用していませんで
した。(ライフジャケットを着用して亡くなられた方は喘息持ちの疑いあり。)

スノーケリングをするお客様へのライフジャケット着用奨励を。

生死別 着用 非着用 計

生存 5名 3名 8名

死亡 1名 4名 5名

ライフジャケットを着用していない場合、海水誤飲やパニッ
クによる溺水が、死亡事故に至る可能性が大幅に高くなり
ます。遊泳やスノーケリングのツアー・ガイド事業者の方
は、利用者へのライフジャケット着用の奨励をお願いいた
します。

令和7年の那覇保安部管内スノーケリング事
故者13人の生死別ライフジャケット着用状況

※11月、12月は事故なし



那覇海上保安部交通課トピック

海水誤飲やパニック時でも溺水に至る可能性を大幅に減らすことができます。

令和7年12月、沖縄県水難事故の防止及び遊泳者等の安全の確保等に関する条例(通称：水上安全
条例)の改正について公布されました。以下のURLをご参照ください。

マリンレジャー事業者の方は、改正内容をご確認の上、水難事故の防止及び水難事故発生時におけ
る人命救助に万全の体制をとっていただくようよろしくお願いいたします。

（改正）沖縄県水難事故の防止及び遊泳者等の安全の確保等に関する条例（令和7年12月26日付沖縄県広報号外第42号…p42）
https://www.pref.okinawa.jp/kenkouhou/R7/12gatsu/251226gogai42.pdf

【主な改正内容】
・欠格事由の追加
・海水浴場開設者に対する事故防止措置の義務化
・パドルボート提供業の新設
・水上設置遊具運営業の新設
・事業届出の一括化及び行政処分の対象範囲の拡大
・海域レジャー事業者等が行う事故防止等の措置の強化
・船上において監視、救助等を行う要員の配置
・遊泳者の事故防止措置等の新設
・プレジャーボートの操縦者の遵守事項に関する規定
・船舶の酒気帯び操縦等の禁止、警察官による呼気検査等の新設
・公安委員会の行う公表に関する規定

沖縄県水上安全条例の改正について

平素より、海上保安業務にご理解・ご協力いただき、誠にありがとうございます。新年も海
難防止のため、ご協力のほどよろしくお願いいたします。

新年もご安全に。

https://www.pref.okinawa.jp/kenkouhou/R7/12gatsu/251226gogai42.pdf
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死亡・行方不明者数

管内の特性

●ダイビング中、スノーケリング中の事故の割合が高い

事故
者数
(人)

年

●マリンレジャーに伴う人身事故総数 R７年３２人 ※R６年比１人減

R２年４月～（断続的）
沖縄県緊急事態宣言

R5年５月～ 
コロナ第五類移行

那覇管内のマリンレジャーに伴う人身事故発生状況【R2-R7】

うち死亡者数  R７年５人 ※R６年比１人減（那覇部発足以来最小）

31人

25人

30人
33人

28人

(サーフィン中、
 トーイング遊具等)

●R7年死亡者5名のうち4名が慶良間諸島でのスノーケリング中に亡くなっている

32人
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5

阿波連ビーチ
阿嘉島

(北浜、阿嘉ビーチ）

真栄田岬
(青の洞窟)

糸満港内(釣り)
※3人同一案件

宮城海岸
(サーフィン)

(SUP)

(海上遊具)

波の上ビーチ
(うみそら公園)

活動別（括弧内は死亡者数) 事故者数 うち県外
(県外・海外移住者)

スノーケリング 14（5） 12（5）

ダイビング 6 6

遊泳 (スノーケリング除く) 3 2

トーイング遊具 3 2

その他
(釣り、サーフィン、SUP、海上遊具)

6 2

合計 32（5） 24（5）
嘉手納マリーナ

アラハビーチ

宜野湾
マリーナ

那覇港内
※防波堤飛込

古座間味
ビーチ

美々
ビーチ

瀬名波ガー ルネサンス
ビーチ

前兼久

渡嘉敷島

座間味島

阿嘉島

※地図上大きい丸は死亡事案

中城海上保安部

名護海上保安署

大度浜(ジョン万ビーチ)

都屋ビーチ

令和７年 那覇管内マリンレジャー中の人身事故発生場所
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